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いる（岸 2014; 岸 2016）。沖縄研究に足りなかった「沖縄社会の内部にも多様な裂け目や亀







































図表 2-1	 承認関係の形式 
承認様式 （1）情緒的気づかい （2）認知的尊重 （3）社会的価値評価 
人格性の次元 欲求と情動の性質 道徳的な責任能力 能力と特質 
承認形式 原初的関係（愛・友情） 法的関係（権利） 価値共同体（連帯） 
発達の潜勢力 － 一般化・実質化 固体化・平等化 
実践的自己関係 自己信頼 自己尊重 自己評価 
尊重欠如の形態 虐待・暴力的抑圧 権利の剥奪・排除 尊厳の剥奪・卑め 
脅かされる人格性の 
構成要素 








の性格をおさえる（岩佐 1984; 小那覇 2000; カオリ 2013=2015; 中村 2016a; 中村 2016b; 
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